
いつもとは違う授業？ ～寄小学校との交流会～
松田小学校と寄小学校の子どもたちが、教育活動を通して交流を深め、互いのよさを見つめ豊

かな心の育成を図ることを目的に、11月24日（金）に、交流授業が実施されました。
当日は、20名の寄小の子どもたちが松田小学校に来て、2時間目から帰りの会まで、学年・学

級ごとに授業・休み時間・給食など一緒に活動しました。授業は、松田小の先生だけでなく寄小
の先生も、それぞれが担当する学年で、先生方のよさを発揮して授業を行いました。子どもたち
は、普段見慣れている先生とは別の先生が授業をすることで、刺激を受けるとともに、楽しみな
がら意欲的に学習に取り組んでいました。
来年度は、松田小と寄小とそれぞれの特徴を生かして、一部の学年が寄小学校に行き、双方向

の交流にしたいと考えています。

令和５年も、残すところ10日となりました。明後日には２学期が終わり、子どもたちが楽しみ
にしている冬休みに入ります。
今年は、校舎建設と運動場整備が完了し、松田小学校にとって新たなスタートの年になりまし

た。新たな環境で子どもたちは、大きな事故や怪我をすることもなく、伸び伸びと学校生活を送
ることができました。無事に年末を迎えられることに、感謝しています。
今年度の冬休みは、土日を含めて12月23日～１月８日までの１７日間です。大掃除や年越し、

お正月などの年中行事を楽しむとともに、今年一年間を振り返り、来年の目標を立てて、楽しく
充実した冬休みにしてほしいと願っています。

幸せに生きるために ♡♡人権朝会♡♡
12月4日～10日は人権

週間でした。それに先立ち、
11月28日（火）に、人権
朝会を実施しました。当日
は各学級で動画を視聴しま
した。
１年生から3年生は、「とべないホタル」を

視聴し、とべないホタルが自分だけがとべず
に一人ぼっちになった時の気持ちや仲間が助
けてくれた時の気持ちを考えました。

4年生から6年生は、「プレゼント」を視聴
し、登場人物の気持ちを考えるとともに、み
んなが仲良く過ごしていくには何が必要なの
かを考えました。
低学年の児童は「人権」＝「誰もが人間と

して幸せに生きていくための権利」という言
葉の意味を知ることから学びました。
子どもたちは動画を視聴しながら、身近な

生活の中で同じようなことが起きた時に、ど
う考え、どんな行動をすることが望ましいの
かを考えていました。
この経験が、互いを思いやる気持ちや仲良

く学校生活を送っていこうとする意識につな
がり、学校だけでなく家庭や地域での生活に
生かされていくことを願っています。

群れて遊ぶ ＝コスモス遊び＝
9月の学校だよりで紹介した、

コスモス清掃の班編成を生かした
「コスモス遊び」が、10月から
始まりました。コスモス遊びも、
異年齢の子どもたちが一緒に遊ぶ
ことを通して、各学年の発達の段
階に合わせて様々なことを経験で
きるのが特徴です。
昭和の頃は、子どもが多かったこともあり、

家庭や地域で兄弟姉妹や異年齢の子どもたち
が一緒に遊ぶ状況がありました。しかし、平
成・令和と時代が進み、少子化の影響もあり、
「群れて遊ぶこと」が少なくなりました。子
どもたちにはコスモス遊びを通して、コミュ
ニケーション能力や豊かな心を身に付けてほ
しいと思っています。
コスモス遊びの様子を家族団らんの時に話

題にしていただき、保護者の皆様が子どもの
頃に遊んでいたことを教えていただければ、

コスモス遊びの内容
も広がると思います。
冬休みの間に、是非
コスモス遊びを話題
にしてくださいます
よう、お願いします。


